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(57)【要約】
　本発明は、結び方（つまり伝統的なネクタイの形かク
ラバットの形か）によって２つの異なる外観を見せるよ
うに特別に設計されたネクタイに関する。さらに、上記
ネクタイは、前側に見えるように選択した面によっては
、さらに２つの外観を任意で見えるようにすることがで
きる。上記ネクタイには、色、柄、および繊維のタイプ
が異なる繊維から得られた、少なくとも２つのパーツが
あり、着用時、上記ネクタイは少なくとも２つの異なる
外観を見えるようにすることができる。すなわち、上記
２つの異なる外観のうち１つにおいては前側垂れが視認
できると共に目立ち、他の１つにおいては、後側垂れが
上記前側垂れの前方に位置し、それゆえ上記前側垂れよ
りも目立ち、異なる外観を持つ上記２つの前側垂れおよ
び後側垂れが両方とも見えると共に、結び目の外観は、
上記ネクタイを結ぶときに引き上げられる方の垂れの外
観と調和する。上記異なる繊維は首の部分で視認可能で
あると共に、上記異なる繊維の継目における上記異なる
垂れの長さは、上記結び目の外観によって異なる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管状で、平坦で、かつ相当に細長い本体を備え、該本体の両端部領域において、前側垂
れと後側垂れとが規定されている多機能ネクタイであって、
　上記多機能ネクタイは、色、柄、または特性が異なる複数の繊維から得られた少なくと
も２つのパーツを備えており、
　上記ネクタイは、着用時、少なくとも２つの異なる外観を見えるようにすることができ
、上記２つの異なる外観のうち１つにおいては、上記前側垂れが視認できると共に目立ち
、他の１つにおいては、上記後側垂れが上記前側垂れの前方に位置し、それゆえ上記前側
垂れよりも目立ち、これにより、異なる外観を持つ上記の２つの垂れが両方とも見えると
共に、上記多機能ネクタイの結び目の外観は、該ネクタイを結ぶときに引き上げられる方
の垂れの外観と調和しており、
　上記異なる複数の繊維は、首の部分で視認可能であると共に、上記異なる複数の繊維の
継目における該異なる複数の垂れの長さは、上記結び目の外観に依存することを特徴とす
る多機能ネクタイ。
【請求項２】
　上記多機能ネクタイが、２つの異なる外観を提供する場合、該多機能ネクタイは、細長
く、管状であり、平坦なパーツを２つ用いて構成され、該パーツのそれぞれは裏面中央部
の縦方向の継目で塞がれており、
　これらのパーツは、異なる繊維からなると共に、内端において互いに接続されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の多機能ネクタイ。
【請求項３】
　上記前側垂れを構成する繊維の種類が、上記後側垂れにおいて向かい合う位置にある場
合、
　上記多機能ネクタイは、合計で４つの異なる外観となるように、１つの垂れと２つの垂
れとの間でそれぞれ２つの異なる外観を見えるようにすることができ、
　この場合、上記多機能ネクタイは、２つの異なる繊維からなる４つのパーツによって構
成されており、２つのパーツは、互いに異なる複数の繊維の１つからなる上記前側垂れを
形成し、他の２つのパーツは、同様に、互いに異なる複数の繊維の１つからなる上記後側
垂れを形成することを特徴とする請求項１に記載の多機能ネクタイ。
【請求項４】
　上記多機能ネクタイにおいて、縦方向に３つの領域が設けられ、これら３つの領域のう
ち、１つは上記前側垂れに対応する領域であり、他の１つは上記後側垂れに対応する領域
であり、残りの１つは中間領域であり、
　上記中間領域は、繊維の種類については何の条件も課せられることなく２つまたは４つ
のパーツによって目立たないように構成されており、該中間領域は、上記多機能ネクタイ
の着用時、ワイシャツの襟の下に隠される該ネクタイの一部分に対応していることを特徴
とする請求項１～３のいずれか１項に記載の多機能ネクタイ。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　（本発明の目的）
　本発明は、異なる様々な外観を提供するために着想され構成されたネクタイに関する。
上記の異なる様々な外観は、基本的には、ユーザのその他の衣服との審美的な組み合わせ
の可能性を実現するために、上記ユーザ自身が選択し得るものである。
【０００２】
　なお、本発明は、衣類およびファッションの付属品の分野に包含される。
【０００３】
　（背景技術）
　知られているように、現代のネクタイは、長きにわたって保たれてきた共通の特徴を有
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し、相当に細長く、管状（tubular（板状））で、平面的な本体によって構成されている
。上記本体の両端部領域で、上記管状本体を塞ぐ継目が上記ネクタイの裏面に沿って位置
するように、それぞれ後側垂れ（rear apron）と前側垂れ(front apron)とが規定されて
いる。上記ネクタイの着用時に、（ｉ）対応する結び目と、（ｉｉ）上記の後側垂れを覆
う上記の前側垂れに対応する領域とが見えるようにする。上記の前側垂れに対応する領域
は、一般に、止め金具によって固定される。
【０００４】
　コストを抑えるために、１つのパーツではなく、２つのパーツによって構成されたネク
タイが存在する。このようなネクタイにおいては、ユーザの首の領域にとどまる継目が見
えないようにされており、これにより、より小さなパーツを用いて、より安く、同じ外観
のネクタイを製造することができる。
【０００５】
　以上のように、絶えず変わり続けるファッションのトレンドによって、より幅が広い、
より幅が狭い、より長い、あるいは、より短いなどのネクタイが存在することになる。使
用する繊維の種類や柄などによっても、同じことになる。
【０００６】
　いずれにせよ、特定のネクタイは、変わることのない唯一かつ特定の外観を提供するも
のであり、以下の側面に主に焦点を当てた問題が想定される。
－特定のネクタイは特定の衣服にしか合わない。結果として、衣服を替えると、異なるネ
クタイを使う必要性が生じる。つまり、ユーザは、該ユーザの他の衣服に合う適切なネク
タイを何種類も持たなければならない。
－染みが付いた場合（例えば食事中に染みが付いてしまう頻度は高い）、ネクタイは使い
物にならなくなる。このような染みを取ることができない場合、そのネクタイは二度と使
えなくなることがある。最良の場合でも、染みが付いたネクタイが別のネクタイと交換さ
れるまで、着用する人は、その外観が悩みの種となる。
【０００７】
　このような問題を解決しようとする試みの代表的なものとして、実用新案ＥＳ０１８３
６５１　Ｕがある。該実用新案には、リバーシブル・ネクタイが開示されている。このネ
クタイは両面を使用することができるが、本件のように様々な垂れ（aprons）を提示する
ものではない。もし、例えば、後側垂れを表側垂れの前方にもってくることによって、上
記ネクタイの外観が変化したことを見えるようにするものではないならば、上記ネクタイ
の使用法または組み合せは限定されてしまう。
【０００８】
　これに対し、実用新案ＥＳ０１３５７０８　Ｕには、同一形状を有する２つの垂れを備
え、４個の使用可能な面を有するネクタイが開示されている。
【０００９】
　このネクタイを結んだ時の形が、４種類の異なるアッセンブリの形態を可能としている
が、各垂れが同じサイズを有するため、後側に位置する垂れ（apron）は常に前側の垂れ
に完全に隠されてしまう。これにより、使用の形態が限定されてしまう。
【００１０】
　他の周知の文献においても同じ問題が生じている。この問題に対し、我々は、異なる種
類の柄を有するこの種の多機能ネクタイでは、結び目を、全ての使用位置において、前記
前垂れと同じ柄または同じ色にすることができないという事実を追加しなくてはならない
。
【００１１】
　（発明の説明）
　本発明が提案する多機能ネクタイは、浮き彫りにされた上記問題をすべての面において
十分に満足できるように解決して、広範囲にわたる使用の可能性を提供することを可能と
する。
【００１２】
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　より具体的には、ここに提案する上記ネクタイは、着用時、全く２種類の異なる柄のみ
に基づいて、完全に異なる外観を４つまで見る人に与えることができる。その結果、上記
ネクタイは、さまざまな衣服に合わせることができる。
【００１３】
　さらに、染みが付いた場合は、その染みを隠すために、ネクタイの染みがついた箇所を
裏返しにするだけでよい。
【００１４】
　上記を実現するために、本発明の最も簡素な実施形態によれば、上記ネクタイは、従来
のネクタイの構造を維持するものであり、その特徴は次の事実に焦点が当てられている。
すなわち、上記ネクタイを縦方向に二等分したもの（二等分部分）が、それぞれ異なる繊
維、および／または色、および／または柄等からなり、その結果として、上記ネクタイの
結び目を作る位置に応じて、上記ネクタイは、（ｉ）一方では前側垂れが見えるようにし
、（ｉｉ）他方では後側垂れが見えるようにする、つまり二つの異なる外観が見えるよう
にしている。今後、上記ネクタイは、着用時に全体として前記後側垂れがネクタイにおけ
る前側の目に見える要素として用いられた場合、前側垂れは、後側垂れに対して外側にく
るので、その周縁領域が一部見えるように、従来と同様に後側垂れを見せることができる
ものとする。
【００１５】
　本発明のより複雑な一実施形態においては、上記ネクタイは、上述したケースのように
２つのパーツによって構成されるのではなく、２つの異なる外観を有する４つのパーツに
よって構成される。その結果、第１の二等分部分（美観的に互いに異なる）が上記ネクタ
イの一方の面上に現れる一方、他方の面上に、上記第１の二等分部分と同じ外観を有する
がその位置が上記第１の二等分部分とは異なる、第２の二等分部分が現れる。つまり、一
方の面の外観は前側垂れに対応すると共に、他方の一面は後側垂れに対応する。逆もまた
同様である。
【００１６】
　この場合、継目を見えなくするために、継目は、上記ネクタイ裏面（もはや存在しない
）の中央に縦線上に配置されるのではなく、縦および横の端部に配置される。
【００１７】
　最後に、いずれの場合においても、次の事項に留意すべきである。すなわち、上記ネク
タイは第３の中間領域をさらに組み込むことができる。この第３の中間領域は、ワイシャ
ツの襟の下に隠されるように意図されており、美観的なルールの対象となるものではなく
、その唯一の目的は製造コストを削減することにある。
【００１８】
　本発明の実用的な実施形態の好ましい例に係る本発明の特徴をより良く理解するという
目的と、説明を完全なものにするために、本明細書の不可分の一部として図面一式を添付
して以下を説明するが、これらの図面は、例示にすぎず、本発明を制限するものではない
。
【００１９】
　（発明の好ましい実施形態）
　まず、図１および図３を参照し、ネクタイがどのように構成されているかを説明する。
上記ネクタイは、平坦な管状本体（１）と、管状本体（１）と協働して上記の管状本体を
塞ぐ縦方向の継目（２）とを備え、前側垂れ（３）と後側垂れ（４）とが規定され、管状
本体（１）は、２つのパーツを縦方向に互いに付着させることによって唯一のパーツとし
て構成することができる。このような構成は、従来のネクタイの場合と同様に構成された
ものである。
【００２０】
　本発明によれば、前側垂れ（３）に対応する、上記ネクタイの約半分は、後側垂れ（４
）を形成する繊維とは異なる繊維からなる。このため、ネクタイの結び目を作った後、該
ネクタイは前側垂れ（３）をよく目立つ要素として見えるようにし、後側垂れ（４）は上
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記の前側垂れの背後に隠されたままになるか、あるいは、前方に且つよく目立つ位置に配
置される。これにより、上記ネクタイの外観は完全に異なるようになる。
【００２１】
　異なる設計基準に応じて、後側垂れ（４）は、前側垂れ（３）よりも幅を狭くするか、
あるいは、前側垂れ（３）と若干釣り合って（slightly match）していてもよい。その結
果、後側垂れ（４）が前方に位置するとき、前側垂れ（３）は後側垂れ（４）の背後に隠
れ得るか、あるいは、前側垂れ（３）の縦領域および周縁領域によって、視認し得る。
【００２２】
　より複雑な実施形態において（図４～図６参照）、前述のケースのように縦方向に１つ
または２つのパーツからなるのではなく、管状本体（１’）は４つのパーツによって形成
される。そのうち２つは前側垂れ（３’）に対応し、その他の２つのパーツは後側垂れ（
４’）に対応する。そして、これら４つのパーツは、図６において詳しく示されるように
、上記ネクタイの縦方向の両端部に対応して位置する２つの縦方向の継目（２’）によっ
て互いに付着される。
【００２３】
　前述のケースと同様、２種類の繊維が存在するが、本件においては、前側垂れ（３’）
に対応する一方のパーツ（５）を形成する繊維は、同垂れに対応する他方のパーツ（６）
とは異なる一方、後側垂れ（４’）のレベルで、それぞれ対向面を形成する２つの異なる
繊維が存在するという特徴を有する。すなわち、２つの異なる繊維は、互いに向かい合う
位置において、上記ネクタイの面の一つに関与している。
【００２４】
　したがって、前側垂れ（３’）の一方または他方の面（５－６）の目立つ位置に応じて
、我々は、上記ネクタイの２つの異なる外観を得る。または、上記ネクタイの目立つ要素
が後側垂れ（４’）である場合、図８に示すように、後側垂れ（４’）は、その下に前側
垂れ（３’）と同じ生地の領域が現れるようにする。これにより、異なる外観を持つ２つ
の垂れ（aprons）を見えるようにするとともに、引き上げられる方の垂れ（apron）の外
観にあわせて結び目を調整する。首の部分では異なる繊維が見える。上記異なる繊維の継
目における異なる垂れの長さは、上記の結び目の外観によって異なり、上記異なる垂れは
、それらの特徴を保つために異なるサイズとなる。
【００２５】
　最後に、次のことに留意すべきである。すなわち、上述したように、また、図７に示さ
れるように、上記ネクタイは、縦方向に３つの部分を見えるようにすることができる。こ
れら３つの部分とは、前側垂れ（３’’）および後側垂れ（４’’）にそれぞれ対応する
上述の部分に加えて、中間領域（７）の３つである。この中間領域（７）は、上記ネクタ
イの中央の領域を占めているので、いかなる柄が求められても影響を受けない。ネクタイ
を結んだ状態においては、上記の中間領域（７）は、ワイシャツの襟の下に隠される。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の目的に従ってなされた最も簡素な実施形態の変形例に係る多機能ネクタ
イの正面図を示し、上記ネクタイは２つの異なる外観のみを見えるようにすることが可能
である。
【図２】図１に示すネクタイの平面図を反対側から見た場合の平面図を示す。
【図３】図１および図２に示すネクタイの詳細な横断面図を示す。
【図４】図１に対応するものを描写したものであるが、４つの異なる外観を見せることが
できるネクタイの実用的な実施形態に係るものである。
【図５】図２に対応するものを描写したものであるが、４つの異なる外観を見せることが
できるネクタイの実用的な実施形態に係るものである。
【図６】図３に対応するものを描写したものであるが、４つの異なる外観を見せることが
できるネクタイの実用的な実施形態に係るものである。
【図７】図４と類似する平面図に係るものであり、ネクタイを示すが、前側垂れおよび後



(6) JP 2015-518095 A 2015.6.25

側垂れにそれぞれ対応する端部領域のほかに、ワイシャツの襟の下に隠される異なった中
間領域を有している。
【図８】最後に、ネクタイ（cravate）の形態で、クラシックな結び目に代わるオプショ
ンに係るネクタイの結び目を結ぶための一連の順序（Ａ、Ｂ、Ｃ、およびＤ）を示す。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図８Ｃ】

【図８Ｄ】
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